
紹

新
島
基
金
に
ょ
る

新
島
講
座
に
つ
い
て

伺
志
社
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
同
記
念
事
業
寄
付
金
の
一
部
を
も
っ
て
新

島
基
金
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

0
新
島
基
金
の
目
的

新
島
基
金
は
、
同
志
社
立
学
の
精
神
に
も
と
づ
き
、
人
間
教
育
を
強
化
し
、
教
育
内

容
の
高
度
化
を
図
り
、
教
育
、
研
究
の
国
際
交
流
を
推
進
し
、
も
っ
て
一
国
の
良
心
九

り
う
る
人
材
の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

③

基
金
の
果
実
を
も
っ
て
ω
新
島
講
座
の
開
設
②
新
た
な
奨
学
制
度
の
開
設

教
育
・
研
究
の
国
際
交
流
の
推
進
な
ど
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

0
新
島
講
座

新
島
講
座
は
つ
ね
に
時
代
を
先
導
す
る
伺
志
社
の
教
育
と
研
究
が
、
更
に
一
層
充

実
、
発
展
し
、
ま
た
そ
の
成
果
が
社
会
の
進
展
に
寄
与
す
る
よ
う
に
と
願
っ
て
新
島
基

金
の
目
的
事
業
の
一
つ
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
内
外
の
碩
学
を
招
聰
し
講

演
会
な
ど
を
開
催
す
る
訥
座
と
、
本
学
園
教
職
員
が
そ
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
東
京

講
座
の
二
種
類
を
現
在
黒
し
て
お
り
毎
年
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

新
島
講
座
・
第
二
回
東
京
公
開
講
演
会

昨
年
十
一
月
七
日
(
土
)
東
京
・
{
女
田
生
命
ホ
ー

ル
(
新
宿
区
西
新
宿
一
 
1
九
)
に
お
い
て
、
第
二

回
新
島
誠
座
・
東
京
公
開
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
十
三
時
三
0
分
か
ら
始
ま
っ
九
講
演
会

上
野
総
長
の
挨
拶
に
引
続
ミ
森
浩
一
教

は
、
授
、
三
輪
茂
雄
教
授
の
順
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

(
グ
ラ
ビ
丁
ペ
ー
ジ
に
両
講
演
模
様
を
掲
載
)

演
題
な
ら
び
に
講
師

0
古
代
に
お
け
る
中
国
と
日
本

1
古
墳
文
化
を
比
較
す
る
ー

同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
森
浩
一
氏

0
白
砂
を
訪
ね
て
列
島
草
枕
の
旅

1
鳴
き
砂
の
秘
密
1

同
志
社
大
学
工
学
部
教
授
三
輪
茂
雄
氏

森
浩
一
教
授
は
、
日
本
の
古
墳
、
特
に
巨
大
古
墳

が
中
国
、
朝
鮮
の
文
化
的
影
粋
を
う
け
な
が
ら
、

六
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
つ
く
ら
れ
、
比
較

的
短
か
い
期
閻
に
発
達
、
衰
退
し
て
い
く
過
程
に

つ
い
て
、
埋
葬
方
法
(
前
期
古
墳
・
後
期
古
墳
)
、

副
葬
品
で
あ
る
鏡
会
一
角
緑
神
獣
鏡
、
内
行
花
文

鏡
等
)
の
大
き
ミ
模
様
、
中
国
か
ら
の
鏡
渡
来

の
ル
ー
ト
、
そ
の
生
産
地
域
の
推
定
当
時
の
倭
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人
社
会
と
中
国
揚
子
江
流
域
以
南
、
会
稽
郡
地
方

の
越
人
と
の
つ
な
が
り
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
研

究
成
果
を
含
ん
だ
ど
講
演
を
さ
れ
ま
し
九
。

つ
づ
い
て
、
三
輪
茂
雄
教
授
は
、
鳴
き
砂
に
つ
)し

て
、
旧
約
聖
書
の
中
の
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
に
記

さ
れ
た
シ
ナ
イ
山
の
鳴
き
砂
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の

「
ビ
ー
グ
ル
号
航
海
記
」
に
あ
る
チ
リ
の
コ
ピ
ア

ポ
の
谷
で
鳴
く
砂
、
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
の
「
東
方
見

レノ

聞
録
」
に
見
え
る
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
鳴
き
砂

な
ど
な
ど
、
歴
史
的
に
も
鳴
き
砂
が
世
界
各
地
に

存
在
し
た
事
実
、
そ
し
て
日
本
各
地
の
海
岸
に
も

あ
っ
た
鳴
き
砂
の
事
例
を
詳
し
く
ど
紹
介
に
な

り
、
ま
九
、
な
ぜ
砂
が
鳴
く
の
か
を
実
演
さ
れ
、

砂
の
鳴
く
原
理
を
聴
講
者
に
わ
か
り
や
す
く
、
ユ

ー
モ
ア
九
っ
ぶ
り
約
一
時
問
二
0
分
に
わ
た
っ
て

ど
誰
演
さ
れ
ま
し
た
。
両
、
こ
需
演
と
も
誠
堂
の
聴

衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
大
き
な
拍
手
の
う
ち
に
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
次
の
第
三
回
東
京
公
開
講
演
会
は
、
今
年

の
十
一
月
十
三
日
(
土
)
、
銀
座
ヤ
マ
ハ
ホ
ー
ル

＼ノ

で
開
催
の
予
定
で
す
。

.

八
丁
山
「
新
心
荘
」
完
成

「
同
志
社
大
学
八
丁
山
新
心
荘
」
が
去
る
十

一
月
八
日
完
工
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
六
。
旧

「
新
心
荘
」
が
あ
っ
た
峯
床
山
齡
の
八
丁
平
は

学
術
的
に
も
貴
重
な
湿
原
で
あ
る
九
め
、
そ
の

環
境
保
護
が
問
題
と
な
っ
九
た
め
、
同
志
社
と

し
て
も
旧
新
心
荘
を
撤
去
、
新
九
に
京
北
町
上

弓
削
の
八
丁
山
中
腹
に
山
林
を
購
め
、
移
転
し

六
も
の
。
新
「
新
心
荘
L
 
は
生
物
学
研
究
の
施

設
と
し
て
、
二
部
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の

鷲
動
の
場
と
し
て
、
さ
ら
に
一
般
学
生
、
教

職
員
、
そ
の
他
関
係
者
の
健
康
管
理
の
一
環
と

し
て
、
多
目
的
に
利
用
し
う
る
。
移
築
に
際
し

て
は
八
丁
平
「
新
心
荘
」
の
建
設
当
時
と
同

様
、
二
部
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
員
の
献
身

的
な
協
力
が
あ
り
、
一
層
そ
の
存
在
恵
義
を
深

0
 
0

か
ら
し
め
九
。
な
お
「
新
心
荘
」
の
新
心
は
新

島
襄
の
一
憂
「
自
ら
新
心
を
得
、
新
民
と
な

れ
、
本
々
」
に
ょ
っ
て
い
る
。
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